
2020 年度 部局 FD 活動報告 

地域保健学域・教育福祉学類 

1. FD 活動の実施体制、取り組みの概要 

以下の項目について重点的に取り組んだ。 
・4 月当初の高等教育開発センターの ZOOM 研修に複数名が参加した。 
・4 月当初に新入生、在校生ともに対面でなくオリエンテーションも WEB となったことで、履修に

関することや授業や各資格に関する説明を動画で作成するために教員間で確認しあい、より良いも
のを作成することにつとめた。 

・4 月当初からのオンラインによる不安に関する相談のなかで授業に関することは FD で検討した。 
・年度途中においてもオンラインにおける学生の困りごとをアンケートとして集め、それを材料に教
員間で工夫を共有し議論した。 
・アクティヴラーニングの一環としてオンラインでのグループワークを行う際の問題点と課題につい
て教員間で情報交換・情報共有を行った。よい例も共有した。 
・学生アンケートの結果について教員間で情報共有を行った。 
・高等教育開発センターの支援によりオンラインでの授業のより良い進め方の FD 研修を行った。 
・非常勤教員も含め、その動画を配信した。 
 

2. FD に関する講演会、セミナー、ワークショップの開催状況 

開催日 内容（タイトル） 種別 参加者数 

2020 年 4 月 15 日 
高等教育開発センター主催のオンライン研修

「Zoom 活用講座」に参加 
講演会 7 人 

2020 年 6 月 11 日 
オンライン授業の方法や工夫ついて出し合い、
講師から方法と情報共有 

セミナー 15 人 

2020 年 6 月 12 日 上記をオンライン配信した セミナー 約 30 名 

2020 年 9 月 20 日 後期に入る前に非常勤の先生方に、①本学の教育

支援系システムの簡単な紹介の動画「大阪府立大

学教育支援系システム概要」（9:24）、②オンラ

イン授業のデザインについて、後期向けの「オン

ライン授業のデザイン」（14:21）などを配信し専

任教員は学習した。 

動画配信 約 30 名 

2020 年 11 月 21 日 教育福祉学類演習担当教員で学生の困りごと
に対する対応を検討し、教育方法を共有する。 

話し合い 約 20 名 

2020 年 7 月 29 日ほか 
2021 年 1 月 20 日ほか 教育福祉学類 4 回生卒論中間発表への参加 

教育福祉学類 4 回生卒論発表会への参加 

オンライン
報告会 

約 60 名（3

年生・教員含

むのべ人数） 

2020 年 12 月 6 日 アクティヴラーニングを行う際の問題点と課 話し合い 約 4 名 



題について教員間で情報交換・情報共有。 

2020 年 1 月 28 日 学生の「ことおこし G」から上がった要望につい

て共有し、意見交換した。 

話し合い 6 名 

2020 年 2 月 4 日 上記、「ことおこし G」からの内容を共有し話し

合った。 

話し合い 約 20 名 

2020 年 2 月 22 日 学生の「ことおこし G」から上がった要望につい

て共有し、意見交換した。 

話し合い 6 名 

2021 年 3 月 4 日 

・上記、「ことおこし G」からの内容を共有し
話し合った。 
・新入生アンケート・データ結果の教員間での
情報共有、意見交換 

話し合い 約 20 名 

3. FD に関する会議、委員会の開催状況 

会議・委員会名 内容 回数 委員数 

FD 関連会議、教育福祉学類教
育運営委員会 

学類長・正副主任・教育専門委員・FD
委員等による、教育福祉学類の FD 活
動の企画、運営、実施 
・ オンライン授業に関して学生の困

りごとやニーズについての情報共
有を行い、対応を検討し実施した。 

・ 新入学者アンケートのデータの教
員間情報共有の企画 

・ 高等教育開発センターによる研修
企画と全学研修の企画 

11 6 

教育福祉学類会議 

教育運営委員と主任が中心となって、
教育運営委員会の活動報告、オンライ
ンの学生の学びや思いを受け止める対
応に関して教員間での情報共有をはか
った。また課程・カリキュラム上の調
整等を行った。随時、FD 活動の事前案
内・周知をはかった。 

12 20 

4. FD 活動への各教員の参加状況 
※ 前項のセミナー・委員会等への参加の他、教授会後に実施している勉強会等への出席や、分野内

で成績分布について確認・検討する機会を設けている場合なども含みます。 

教員数（実数） 20 人 ／  20 人中 

5. ピア授業参観実施状況 

期間 公開授業数 参観者数 特記事項 

前期 7 科目 10 人 児童養護諭、法律学、権利擁護、社会福祉計画諭 

乳児保育演習、保育内容演習 C、 後期   



年度 合計 7 科目 10 人 保育・学校ソーシャルワーク演習 

6. その他取り組みの具体的実施状況 

・ 資格関連カリキュラムに関する情報（1 回生対象、前期）、1 回生への後期授業の履修に関する
情報（1 回生対象、9 月末の後期開始頃）、2 回生への実習オリエンテーション（3 年次での社
会福祉実習、保育実習）、3 回生および 4 回生に対する教育福祉ゼミナールおよび教育福祉学演
習の概要と配属説明し、配属希望などに関するアンケート等をオンラインで実施した。 

・ 内部質保証に関するスタートアップ支援事業について検討がなされた。 
・ 学期ごとに特にコロナの影響による不安や困っている学生に対し、教育運営委員会で情報共有

し、学生委員会と連携して、学生アドバイザーが当該学生と面接し、近況を聞くとともに必要な
制度につなぐなど適切な対応や指導を行った。 

・ 2020 年度演習に関する FD やグループワークのオンライン方法や評価に関する FD を企画し、
全学にも開放して実施する予定であったが、企画が伸びて、日程が合わず、来年度の持ち越しと
なった。オンラインに限らずに実施する企画である。 

 


